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 ② 特定の社会において、あるモノがどのようにメディアとして構想されてきたのか？ 
 ③ 日本社会において、どういうモノが「模型」として認識され、その〈実物〉との関係を人々 






























論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 本論文の目的は、現代社会における「モノ」の価値を再考し、「人とモノ」が共生する新たな社会
認識を採用することである。より大きな目的としては、従来の社会学における人間中心主義を相対化
し、メディア論における技術決定論や社会反映論の対立を乗り越えることを目指すという共通課題に
挑戦しようとするものである。〈メディアとしてのモノ〉というユニークな主題を設定することによ
り、立てられた主要な問いは、以下の３つとなる。 
 ①〈メディアとしてのモノ〉はいかに形成され、変容していくのか？ 
 ②特定の社会において、あるモノがどのようにメディアとして構想されてきたのか？ 
 ③日本社会において、どういうモノが「模型」として認識され、その〈実物〉との関係を人々がど
のように理解してきたのか？ 
 第Ⅰ部第１章では、本論文を枠組みづける学説史を整理し、その理論的考察を展開している。さら
に、第２章では、メディア文化における「モノ」をめぐる理論的考察を行っている。 
 第Ⅱ部では、日本社会における「模型」のメディア史を丹念に記述している。まず、第３章では、
日本社会で「模型」という概念が成立した明治時代から 1930年代までを扱う。第４章では、1940年
代前半の模型を取り上げる。第５章では、戦後すぐから 1970 年代までの模型を扱う。第６章では、
アニメやマンガなどのコンテンツに登場する〈虚構〉のキャラクターを題材とする「キャラクターモ
デル」が主流となった、1980 年代以降の模型を取り上げる。さらに、第７章では、2000 年代以降か
ら現在までの模型の動向を論じている。 
 第Ⅱ部のまとめとして、まず、序章で提示した問い③に対する答えが導かれる。すなわち、時間の
メディアとしての模型は、近代化と結びつく〈未来〉から総力戦体制の〈現在〉、すでに存在する〈過
去〉、存在しない〈虚構〉から再構成された〈記憶〉へ、という推移を示していること。そうした模
型は、〈実物〉のうち特定の部分領域を空間的に切り取り、複製したモノであること。模型が媒介す
る空間的位相は、近代化における〈機能〉から、帝国日本の〈理念〉、情報消費的な〈形状〉、そして
〈物体〉と変遷してきたことである。 
 終章の前半では、従来の日本社会論との違いについて検討し、この作業を通して、問い②に対する
答えとして、〈いま・ここ〉に存在する「モノ」に何らかの実践を通して関わる人々が、社会的文脈
に方向づけられながら「そのモノが自分と世界をつないでいる」と感受することによって、固有の媒
介性と物質性をもつ「メディア」が立ち現れるプロセスが詳述されている。 
 終章の後半では、「媒介性」の概念を再検討し、問い①に対して、〈メディアとしてのモノ〉は社会
的・物質的状況と関わりながら、「媒介性」や「物質性」の内実自体を連続的に変容させていくこと、
その変容においては、「メディアの媒介性」と「モノの物質性」との相互規定的関係があったことが、
答えとして導かれている。 
 
 総じて、本論文は、社会学の古典理論から最新の「モノ理論」まで縦横に参照することによって、
〈メディアとしてのモノ〉をめぐる理論枠組みを整理・構築し、文化社会学やメディア研究の限界を
乗り越えるような共通課題に接続した挑戦的研究として高く評価できる。先行研究がなし得なかった
新たな視点を導入し、「模型」の社会史として具体的な資料を豊富に収集し分析した点も重要である。
特に、ともすればポピュラー文化の表層的現象の記述に陥りがちな対象に対して、社会学的視点から
捉えた第Ⅱ部第６章、第７章は、同分野における新奇性を加えた研究として大きな意義を持つと考え
られる。あえて加えるなら、想定したメディア研究の共通課題に対して明確な解決策を示すことや方
法論の精緻化については、展開可能性を残している点が惜しまれるところである。 
 今後の課題は、〈実物〉や「非—模型」などの分析概念をより精緻なものとし、さらなる資料の分析
を加えて、〈メディアとしてのモノ〉をより包括的・説得的に捉えることだが、その展開の見通しは
充分に立っているものと期待している。 
 
 以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値すると認められる。 
 
